
 

 

 

 
 

強いチームは失敗しないチームではない 
校 長   国友 靖夫  

 
サッカーのワールドカップで、日本代表の奮闘に大きな声援が送られました。 

そんな中、千葉県の公立小学校教諭の松尾英明先生が、自身の Facebookで、次のようなことを書かれ 

ていました。学級づくりにも通じる内容なので、紹介します。 
   

今朝のワールドカップ。日本代表が強豪オランダと2対2で引き分けました。 

もちろん結果も素晴らしいのですが、私が感動したのは別の場面でした。 

日本は失点しました。しかも追加点を奪われれば、一気に試合が決まってしまうような場面です。 

その時、選手たちは円陣を組みました。 

私はあの場面に、強いチームの本質を見た気がします。 

強いチームとは、失敗しないチームではありません。失敗した時に立て直せるチームです。 

失点した。ミスが起きた。トラブルが起きた。 

その時に、「誰が悪かったのか」を探し始めるチームは崩れます。 

一方で、「さて、次どうする？」を考えられるチームは強い。 

過去は変えられません。しかし次の一手は変えられます。 

実は谷口彰悟選手は以前から、「しつこいぐらいに声掛けをする」「分かっているだろうけど、

それでも言う」という趣旨のことを語っています。 

強いチームは、問題が起きた時だけ話し合うのではない。普段から話し合っている。 

だから問題が起きた時にも、自然と円になれる。 

私はここに、学級づくりとの共通点を感じました。 

トラブルが起きた時だけ「みんなで考えよう」と言っても難しい。 

普段から聞き合い、話し合い、考えを伝え合う文化があるからこそ、困った時にも対話が機能

する。 

今回の日本代表は、失点後に下を向かなかった。対話に向かった。そして追いついた。 

私はあの円陣こそ、日本代表の強さだったように思います。       （６月15日発信 FBより） 
  
「チーム」を「クラス」に置き換えても、ストンと腹落ちする内容です。また、一人一人に 

ついて考えてみても、「誰が悪かったか」ではなく、「次、どうするか」を自分自身に問い 

掛けることの大切さを教えてくれます。これは、本校の教育目標に掲げる「やってみる」 

にも通じる考え方です。 

さあ、１学期もあと 13日となりました。より良いクラスにするために、自分にできること 

は何か、ぜひ考え、行動に移してほしいと思います。 
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7月行事予定（【 】は下校時刻です。①～⑥は学年を表します） 

1 水 SC SSW 勤務日 16 木 大掃除     【12：２５下校】 

2 木  17 金 終業式     【１１：３０下校】 

3 金 平和集会 18 土 コミュニティ末広夏まつり 

4 土  19 日 コミュニティ末広夏まつり予備日 

5 日  20 月 海の日 

6 月  21 火 夏季休業日（～8/30） 

7 火 一斉下校   22 水  

8 水 個人懇談 【12:55下校】 23 木  

9 木 

ALT ４年環境学習 

個人懇談 【13:10下校】 

すえひろば 

24 金  

10 金 
ALT 

個人懇談 【13:10下校】 
25 土  

11 土  26 日  

12 日  27 月  

13 月 個人懇談 【13:10下校】 28 火  

14 火 個人懇談 【13:10下校】 29 水  

15 水 給食終了 【12:55下校】 30 木  

    31 金  

8月の予定 

８日（土）～１６日（日）学校閉鎖日    ３１日（月）始業式【１１：３０下校】   

 

 

 

 

スクールカウンセラー（SC）の上好あつ子先生の勤務予定 

７月１日（水） １０：3０ ～ １６：3０ （次回は９月１６日（水）） 

スクールソーシャルワーカー（SSW）の平尾典子先生の勤務予定 

７月１日（水） １3：0０ ～ １7：0０ （次回は９月１６日（水）） 

 

ご相談希望は教頭へ

ご連絡ください 


